


はじめに

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調在は、遺跡の中央部一乗谷川西岸の寺院や武家屋敷、

町屋からなる町並の調杏も終り、本年度は、 重臣武家屋敷群の一画と、北の入口下城戸の

発掘をしました 。

発掘調査地の武家犀敷は、朝倉氏の有力家臣「鰐渕将監」の屋敷跡と伝えられていると

ころですか、期待に反して屋敷内部の遺構の遺存状況はよくありませんでした。 しかし屋

敷の区両などは、明瞭にすることかてきました。

この地区の調杏は今回て一段落することになりますか、見学の方々にはかなりまとま っ

たものとして、武家屋敷群をこ覧いたたけると有します。

下城戸地区は、未買収のとこ ろもあり、十分な発掘はできませんでしたか、土塁の規松

や城戸口内側の構造をあきらかにすることかてきました。土塁の石垣に使われている石は、

底さか 3-4mもある 巨石て、車機もなか った戦国時代の、築城技術のすばらしさを物語

っています。

環境整備は、これまてと同じような手法、材料て、第49・ 50次発掘調企で検出した遺構

を、半面的に復］じ＿整備しました。 また来訪の方々に逍跡を容易にご理解いたたくため、公

園センタ ー と奥間野地区高台に案内説明板を設置しました 。なお見学者や遺跡管理の用に

供するため、園路を造成しました 。これは逍跡の西側山裾を、南から北に延びる圏路の一

部になります。

おわりになりましたか、事業の実施にあたり、種々ご指＃、ご援助をいたたぎました文

化庁、朝介氏逍跡調杏研究協議会、福井市教育委員会なとの関係各位、ならびに城戸ノ内

町をはしめとする地元の皆様に心から感謝申し上げる次第てす。

昭 和 62年 3 月

朝倉氏逍跡査料館長 藤原武
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第 54次調査

この調杏は、福井巾城戸 ノ内町字平井地係約1,800面を対象としたものてある 。この地区一帯

は、これまでの第10・ 11 ・ 15 ・ 24 ・ 25 ・ 29 ・ 30次の各調壺によ って明らかにされたように、南

北方向の道路を中心にして、士塁て区画された比較的大規模な武家屋敷か整然と配されている

ことか知られている 。今回の調介は、こうした調介成果をふまえ 、その調奔範囲を拡大し 、町

割の資料を得るとともに、 「ショーゲドン」と通称され、有力家臣の一人「鰐渕将監」の屋敷跡

と推定されているこの区両の、より詳細な査料を得ることを目的とした。

調査は、昭和61年 4月2日に開始し、途中に一乗小学校改築に伴う串前調査（第55次調壺）

をはさみ、同年 9月30日に基本的な発掘調査を終えた 。その後、同年11月19日にヘリコプター

による空中写真測鼠を実施し、平面実測図を得た。現在は、遺物整理を中心とする 室内作業を

進めている 。ここてはその概要について報告する 。

発掘された逍構 (PL. 2-6、第 1・ 2図）

第54次調査の対象とな ったこの区両は、東の南北方向道路に面する東西約60m、南北約30m

の規校を持つ奥行の深い大きな尾敷てある 。この尿敷の内部は、後世の水田化に際し、大きく

は 4つの区画に分けられていた。このため、若十1木土面の高さに差かあ って、遺存度は多少異

るか、全体的に削平された所か多く、朝倉氏減亡時の遺構はあまり良好には残されていない。

検出した主な遺構は、土塁 3、溝 2、門 1、塀 3、礎わ建物 5、井戸 2、石柏施設 8、大甕

坪設晶構 1、暗渠 4等てある 。これらの遺構は、概略 3期に区分して考えることが出来る 。こ

れを地表に近い上層から [J]•JI·I 期と呼ふこととする 。 [I] 期は、朝介氏減亡時（天正元年、

1573)の逍構である 。 I期は、深掘トレンチによる部分的検出てあ って、この地区の町割との

前後関係は明確てない。II期は、町割と明確に対応する 。また、これらの 3期をそれぞれ細区

分することも考えられる 。

以下、これらの内の主要な逍構について述べることとする 。なお、説明に用いる方位は、こ

の地区の町割方位に合せ、道路、 一東谷川側を束、山裾側を西としている 。 （この地区は地図

士の方位もははこれに等しい。）

S A262 この犀敷の北境界となる東西方向土塁である 。南北方向道路 SS 260に面する土塁

SA 261 ・ 264から直角に西へ延ひ、山裾に取り付き、約60mの長さを持つと推定される 。第10・

11次調査により束半は検出されており、今回の検出長は約30mである 。また、山裾については

未公有化地 てあ って、調在は実施していない。11l,j面に石坦柏かみられる 。この石垣は、長径

0.5-1.0m程度の自然石を横使いにして栢んでおり、現在は 1~ 2段程残されている 。後世に農
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道として利用された西半は比較的保存か良く、高さは約1.0mである 。幅は約2.1m (7尺）で

ある 。上部構造を明らかにするものは検出されなかった。この土塁は、 Ill期の遺構で、後に述

べるように、 II期には約 3m南の石列 SV 3311の位置であったと推定される 。

S A264 • 979 南北方向道路 SS 260 ・ 976に面する南北方向土塁である 。中程やや北寄りに、門

SI 1082を開き、これを境にして北半約12mをSA264、南半約18mをSA979とする 。この門の

地点には東西方向道路 SS 975も取りつき、町割軸の変換点にあたるため、 2つの土塁は若干

方位か異り、 門を境に折れ曲 っている 。幅は共に約2.lm (7尺）であるか、 SA264の暗渠 S

Z270以北は2.7m幅と少し広い。 SA264は、後世の削平によ って、石垣の大半を失 っている 。

これに対し、 SA979は、水田内にそのまま高まりとして残されていたため石垣積を良く残し、

高さは南端道路側で約1.5m、同屋敷内で約1.2 mである 。道路に面する石垣には若干大振りの

石を用いていたようである。II・ Ill期の逍構てある 。

S A3310 屋敷の南境界となる東西方向土塁である 。先に述べた南北方向土塁 SA264 ・ 979の

方位の相異に従い、これからはぼ直角に延びる東西方向土塁 SA262とこの SA3310は平行せ

ず、奥の山裾で屋敷幅は約20mと狭くなる 。中程約20mは比較的保存は良いか、他はかなり破

壊されている 。幅は約1.2m (4尺）であるか、東の南北方向土塁 SA979との取り付き部は約

1.8m (6尺）と広くなっている 。Ill期の逍構と推定されるか、 II期に遡る可能性も否定出来な

し‘。

S V3311 東西方向石列である 。東西方向土塁 SA262の南約 3mに位憤している 。石積の方

法、石梢施設 SF 3325 ・ 3326との関係等から考え、土塁石垣の基底部と推定される 。II期の遺

構である 。[JJ期には、 SA 262とな ったようで、これに応じ、石積施設 SF 3325 ・ 3326も1発棄

され、 SF 326 ・ 3324に移る 。また、この II期の土塁石列 SV 3311に沿って東部に溝か存在した

ようで、これを受けたのか暗渠 SZ 2 70と推定される。西の石列 SV 3312は若千方向か異るか

一連のものであ った可能性も残る 。

S I 1082 南北方向土塁 SA 264 ・ 979に設けられた屋敷の正門である 。現在は 2段構成で屋敷

内へ入 り、ここに建物 SB 3319を設ける 。道路に面する正面か少し広く 3.8m (12. 5尺）、屋敷

内は約 3m (10尺）である 。II期には 1段で屋敷内の高さとなり中央の石列は存在しない。[JJ

期にここに石列を設け、約0.25m盛土 し、 2段構成のIll期の門となる 。ここに設けられた建物

S B 3319は、南北 （正面）2.4m (8尺）、東西 （奥行）1.5m(5尺）の 規 模 で 4個の礎石が存

在する 。礎石上面には柱位置を示す刻線もみられる 。薬医門あるいは島麓門形式の建物と推定

される 。

S A3313 東西方向の掘立柱列である 。正面の土塁裾から約 8mの間に 7個の柱穴か検出され

ている 。広葉樹を用いた柱根も検出されており、その径は約12cm(4寸）てある 。間111?¥は西 2

間か約 1m、他は 1.5m前後である 。屋敷内を区切る塀と推定される 。Ill期の逍構てある 。
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S A3315 南北方向溝 SD 3331の南端、建物 SB 3316の東南隅部から東へ約 4.5m延び、南へ

折れ約9.3m、そ して西へ折れる 「コ」字形の掘立柱列である 。柱穴は 8個であるか、この柱穴

を中心に約0.3m幅の筋状の黄褐色粘土かみられ、一連のものであ ったことが判明する 。不明な

点もあるか、約1.5m(5尺）ないし、 3m (10尺）の間隔で柱か設けられた塀と推定される 。

これで囲まれた所は建物の南の中庭的な要素を持つと考えられる 。II期の遺構である 。

S 83316 屋敷内中央東寄に位置する礎石建物である 。東西約7.5m、南北約 7mの規模とみら

れるか、北へもう少し延びていた可能性も考えられる 。この建物は、東に幅約0.9m (3尺）、

南に幅約1.2m(4尺）の庇を持つ。屋敷内における位笛や、東南隅部からは塀 SA3315が巡ら

され、東・南に庇を持つ構成を取ること等から考え、屋敷内の中心となる主殿的な建物と推定

される 。II期の遺構である 。 しかし、全てか一時期に完成したのではなく 、東北部を中心に、

その周囲を増築あるいは改築してこのような形とな ったと推定される 。柱間はバラつぎがあっ

て甚本となる柱間寸法は明らかでない。

S E 3322 • 3323 石積の井戸である 。共に III期の遺構であるか、 II期のものに積み増した可能

性も考えられる 。 SE 3322は径約0.7m、深さ約3.4m、SE 3323は径約0.9m、深さ約4.4mで

ある 。下方はど少し径を増す。砂利層に「有接石を積み始め、 土台等は用いていない。

S F 326 • 3324~3330石梢施設である 。便所と推定される場合力、多いかここでは明確でない。

この屋敷内の SF 326 ・ 3324-3327について述べる 。SF 3325 ・ 3326は先に述べた通り II期の遺

構であり、これに対応する SF326 ・ 3324および SF 3327はIII期の遺構である 。東西、南北、1菜

さのIII頁に規模を示すと 、Sf 3325は2.1 m、1.9 m、0.7m、SF 3326は2.4m、1.2m、0.5m、SF 

326は1.8m、1.2m、0.8m、SF 3324は2.5m、1.2m、0.9m、SF 3327は1.7 m、1.5m、0.4m

である 。

S D3332 束西方向土塁 SA 3310の南に沿う南隣屋敷内の溝である 。当初は暗渠 SZ 1090で南

北方向土塁 SA979を抜けていたか、後に暗渠 SZ 3374て北の屋敷へ抜け、ここから暗渠 sz

1089て土塁 SA979を抜けるという特殊な形を取る 。II・ III期の遺構てあろう 。

S X3333 越前焼大猥を単独て埋設する遺構である 。中程まで埋め、口縁部等は地上に出てい

たようである 。用途と しては水甕等か考えられるか明らかてない。lII期の遺構である 。

以上主要な逍構について概略を説明した。後世の水田化による削平等のため、当初の目的で

ある武家屋敷内の詳細な査料を得、合せて伝承によ って有力家臣鰐渕将監の屋敷と推定されて

いるこの屋敷の主を明らかにするということは出来なか った。 しかし、 門を入 ってその正面に

中心となる建物を配し、これを核として、南、東 （前方）を表向、北、西 （後方）を 内向とす

る枯本的な構成を窺うことか出来、また、犀敷境界となる士塁位置の変更を伴うような改造を

実施したことも明らかとな った。このような成果を得ることか出来たことは幸いであったとい

えよう 。
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発掘された遺物 (PL.7-10、第 3~ 5図）

第54次調査地区 （通称シ ョーゲトンと呼ばれている ）で出土した逍物は、総数16,084点であ

り、その内訳は下表のとおりであ った。表の中で、 42片の近世陶磁器と煙管 2本は、朝倉時代

以後の遺物であるが、表全体を概観した時、調査面積のわりに遺物量か極端に少ない点と、 土

師質皿の割合か全体の81-7％ と非常に高い数

値を示 していることに気づ くであろう 。

まず、第 1の遺物量の少ない点については、

この地か密集した町屋地区ではなく、広い敷

地を占有する武家屋敷跡であ ったこと、次に、

遺構面か 3面しかみ られず、しかもそのうち

の上層面の大半については、東側の一乗谷川

の方へ削平され播き出 されていたことなどか

原因しているものと思われる 。

第 2に、 士帥質IBlの割合か高い点について

は、より入念に逍物を とり上けた結果による

もの と思われる 。

今回の調壺地は、 『一乗谷古絵図』や 『城

跡考』から、朝倉氏の家臣で、 吉田郡永平寺

町下浄法寺 を本拠地とする 有力土恢鰐渕将監

という武将の、一乗谷城下町内での屋敷地に

比定されている所である 。この屋敷は、 3方

を土塁て、西側を山で囲まれた敷地てあるこ

とか ら、ここか ら出土 した逍物は、他所か ら

運はれたも のと は考えら れす、鰐浪ll将監の生

活用品とみなしてさ しつかえないも の といえ

よう 。

遺構に伴って出土 した逍物 として は、礎石

建物 SB 3317の暗褐色士面か ら瓦質火鉢(22)

とともに、 2枚 1組の土師質皿か伏せられた

状態で、 4ヶ所から検出されている 。墨書 も

何らかの加工痕も 認められなか ったか、建物

S 83317にと もな った地鎮具と 想定さ れる 。

表 1 第54次遺物一覧表
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井戸 SE3323からは、洗い場に敷かれていた笏谷石製の板石をはじめ、越前焼寝 ．壺、白磁皿、

灰釉llll、銅銭 3枚か、また、井戸 SE3322からは、バン ドコ、越前焼壺、銅銭 4枚と銅製水差

(32)か出土している 。屋敷のはぱ中央付近て、中層と考えられる炭層面からは、青磁蓮弁文

碗、灰釉の卸し皿 (4~ 7)、瓦質火舎 (19)か、越前焼埋甕施設SX3333からは、バンドコを

はじめ、土師質皿、越前焼壺、襦鉢、貝殻、梅 ・うり・桃の種子、黒漆塗りの小札 (28) など

か、人頭大の河原石によって、埋められた状態で出土している 。

越前焼 越前焼甕は、900片を数えた。越前焼大甕 (1) は、井戸 SE 3323の水甕として使用さ

れたと思われるが、高さ 86.5cm、胴径86.0cmをはかり、口縁部が最も肥厚した、甕W群の標準

タイプのものである 。

瀬戸・美濃焼 鉄釉の碗 (8) や茶入 (9) は、よく出土するタイプであり、茶入の底部は回

転糸切痕か残されている 。黄瀬戸天目茶碗 (10)は、鉄分の多い泥漿を化粧かけした素地と、

かせた釉薬との対比かあざやかで、しっとりと落着いた碗といえる 。美濃焼と考えられる 。灰

釉皿（ 2)は、外面の腰部より下方は露胎で、ヘラ削りされている 。卸し皿 (4~ 7）は、 3

個体分か検出されている 。灰釉は、口縁部の内外面のみにみられ、他は露胎である 。卸し目は、

深く、密に施されており、底部外面には、回転糸切痕か残されている 。灰釉碗 (3) は、線描

き蓮弁文碗で、青磁碗の写しである 。底部は欠損している 。

土師質土器 小皿 (24)や小壺 (25)、鍔付ぎ小壺などは、手つくねの簡単な作りのものてある 。

土師質皿に、金箔を貼 った破片も 2点出土している 。土師質皿の底部を円形に打欠いて、

中央に円孔を穿 った (23) は、

上面にタール痕か付着している

ことから、灯明皿の灯芯押えと

して使用されたものである 。士

師質ナ釜は、底部は欠損してい

るか、はぱ 2個体分か確認され

てしヽ る 。

瓦質土器 瓦質士器は、灰釉や

鉄釉と同し〈らいの出土量で

あった。香炉 (20) は、 「S字

状」のスタンプを押している 。

表面は、縦方向のヘラミガキか

丁苺に施されている 。瓦質火舎

(19) は、内向と獣脚の先端の

みか、黒色を呈しており、 一見

心ぷ，・ ヒ―-ニ-〗
-m三

゜
50cm 

越前焼大甕 (1)
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すれば、土師質土器に近い色合いと言えよう 。成形の際のヘラ使いをみれば、工人の手慣れた

様子がうかかえる 。瓦燈 (18) は、蓋部の破片16点か出土した 。蓋の肩部には、円形の窓か穿

たれており、丁寧なヘラミガキか縦方向に施されている 。瓦燈は、近世遺跡からはよく 出土す

るか、 一乗谷からの出土は極めてまれな遺物といえよう 。瓦質硯 (21) は、今回はじめて出土

した。長方硯IIIB Cに型式分類されるもので、硯頭部左半分しか残存していない。外面長方形

で、内面は楕円形、側面は垂頂に立ち上り、底は平J•H である 。 硯頭部縁帯幅は 1 cmと、広くな

っている 。作りも丁寧で、焼成も堅緻である 。瓦質火鉢 (22) は、直径27.5cm、麻さ 18.0cmを

計る 。口縁は、内側に折れ曲 って おり、その上面は、突帯と、それを両側から交互に押えつけ

た波状の突帯の 2本か装飾としてめぐ っている 。側面にも、 2本の波状の突帯がめぐ っており

その間には、 14弁からなる菊花文か貼りつけられている 。この菊花文は、 2単位あるいは 3単

位であったのかは、欠損部か多くて不明である 。底部は、非常に薄く、厚さ 0.5cmてあった。

中国製陶磁器 青磁では、碗力、多くみられた 。 (16) は、線描き蓮弁文碗、 (17) は、無文

の碗の底部である 。染付の (15)は、内面見込みに玉取獅子文の描かれた 皿である 。 (14)は

水注、壺、あるいは瓶などの頸部破片である 。外面は 8角に面取りされているか、内面はロク

ロ挽きで、釉薬はかか って いない。 (13)は、染付皿であるが、外面には、瑠璃釉が施されて

いる 。白磁の (12) は、内面見込みに印花文のある碗である 。釉薬は、少しにごりのある白色

釉である 。外面下部付近は、露胎のままで、底部には、黒漆で文字か記号か不明であるか、描

かれている 。 (11)も発色の悪い灰白色を呈 した白磁杯であり、 8角に面取りかされている 。

外面下部には、釉薬かかか っていなし‘。

金属製品 銅製のかんさし (31) は、 長さ 20.3cmあり、幅 0.7cmの銅板を、花弁状に折り曲け

た飾 りか付属していた。 (40) は、銅製の円形水滴てある 。 (32) は、銅製水差で、井戸 SE

3322から出土した。高さ 17.1cm、口径 7.8cmで注口部は欠損している 。取手を有し、蓋は付か

ない。底は、円形の小さな脚力、3方向にとリついた円板をはめ込んで作られている 。この水差

は、何に使用されたかは不明であるか、生花の花器とみるむきもある 。 (30) は、ナタで、 長

さ26.5cmある 。 (33 ・ 34)は、銅製小柄の柄部、 (35)は、武具等の紐を糸もえる糾金具、環付

金具 (37) は、渡金されているのかわかる 。 (38)は銅製糾皿であるかつふれてしま っている ，

はそ

木製品 (26) は、下駄である 。長さ 19.8cmある 。方形の柄穴か前 ・後 2ヶ所づつ穿 たれた

露卯下駄である 。歯は、前歯と思われるか、高さ 4.8cmの銀杏歯である 。台部は針薬樹、歯は

広葉樹と思われる 。 (29) は、木製の容器の蓋てある 。柘円形を呈 しており、漆は冷られてい

ない。 (27)は、朱色の漆椀の破片てある 。口縁部には、下地の黒漆かみえている 。非常に薄

〈挽かれてお り、 上物であろう 。 (28)は、和紙を紐で綴し合わせたあと、 黒漆を原〈中 って

固めた小札の断片と思われる 。
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第 56次調査

第56次調在は、福井市城戸ノ内町字下城戸地係、約1200面を発掘した。調査期間は、昭和61

年10月 1日から 12月25日までの約 3ヶ月間である 。調査の主眼は、戦国時代の城下町一乗谷の

北の入口、下城戸の構造を明らかにすることにあ ったか、所有地の関係や、土塁に使用してい

る巨石か予想以上に傷んでおり、人力ではいかんともしかたか ったこと、後世の用水路か城戸

ロを貰流していること、戦後の一時期製材所か存在していて遺構が攪乱されていたこと等から、

所期の目的を十分達成できなかった。なお今回の調査地区は、第35次調杏区に北接しており、

そこでは越前焼の大甕を29個も埋設した紺屋と推定される家 2軒をはじめ 7~ 8軒の町屋跡と

発掘区南端で幅 6mの砂利敷道路跡か発掘されている 。 （『一乗谷朝倉氏逍跡XI』)

発掘された遺構 (PL.11-14 第 6 ・ 7図）

調在地区は、 3本の土塁とそれらに囲まれた平j!-1面からなる 。

SA  3380 土塁の規模は基底部で、長さ約33m、幅は西側の広い所で約19m、東側では約12m

ある 。上端部では長さ 30m、西側では幅14m、東側で幅 6mを測る 。高さは、下城戸外側に対して

は4.5m、内側に対しては 4mある 。なお西側は土地所有の関係から、北側は整備の都合から発

掘調査を行わなかった。当時、西側と山裾との間か下城戸口に通じる道路になっていたので、

幅19mと広く、かなり崩壊しているか巨石を使用していた痕跡か残 っている 。土塁内側の西よ

りの部分は 、土塁か 2段にな って いる 。 1段目は高さ 2.5mあり、平田洵は幅 4m、長さ 9m 

ある 。 2段目に登っていく部分は、 一部わ坦状 SX 3391にな っている 。この 1段目の部分も 巨

石を使用した石垣 SV3388にな っている 。この石垣も 上半分は崩れているか、基礎になる石は

原位沼を保っている 。 コーナにある石は特に大きく、長さ 4m、高さ 2m、厚さ 1.5m程もあ

る。東隣にある石も三角形たか、高さ 3m、幅 3m、厚さ 1.2mを測る 。この石の［負上は上に石

垣を積み上けるために竪で水平に削 って あり、その跡かよく残ってい る。下城戸の石担を築く

のにこの技法かよく用いられたらしく、崩落した巨石にも惑跡か認められる 。なお石垣に使用

している 巨石は 、安山岩系てす〈西側の山に存存する 。

土塁盛士内に、土塁方向とは直交する人頭大の石で築いた石垣状の SX3392 ・ S X3395か 2

ヶ所ある 。この石垣状の逍構は 2ヶ所あり、双方とも少し束側に傾斜している 。また、この遺

樅は士塁駐底部から積み上けられており、 SX 3392は、土塁 l段目に入れたトレンチにも認め

られ、 SX3392は、 SX3395と連続する 。また、土塁盛土もこの SX 3392とSX3395て不連続

になっている 。こうした点から、 ート塁の構築方法は、 SX 3392とSX 3395て区切られる部分を

一つの単粒として西側から築いてい ったと推定される 。盛こ1ーは、西側の山土を削って盛ったの
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であろう 。

S A3381 山側から突出するように構築された土塁で、長さ約10m、幅約17m、高さ 4.5m あ

る。 S A3380とはぼ平行にあり、これら 2本の土塁に快まれた部分か城戸口にあたり、門か建

っていたのであろうか、この部分は後世の用水路が貰流していて攪乱かはなはたしく、そうし

た施設の跡は全く認められなか った。山裾の通路の正面にあたる土塁北側と、内側に面する東

側とは巨石を使用した石垣 SV 3389とSV3390にな っている 。 SV 3389は大きく崩壊しており、

コーナーの石と西隣の石しか原位置を保っていない。 しかも、コーナーの石は土塁築造当初の

ものではなく、 一度崩壊したのを修復した跡がある 。それは石の根が築造当初の位罹より裔位

演に据えられており、人頭大の石で石垣の根を固めている所から推定した。 SV3389側は崩落

した石か大きすぎて動かせなか ったため十分発掘調壺できなか ったか、この巨石かそのまま現

在残 っている石垣の上に乗っていたとすると SV3389は高さ 4.5m近い石垣てあ ったことにな

る。石垣 SV 3390にも 巨石か使用されており、中央に乗っている 巨石は、幅3.5m、高さ 2.7m、

厚さ 1m もある 。土塁は北半と南半では嵩さか異っており、南半の低い所は高さ l.7 m 程の平

阻面にな っている 。

土塁南寄りに入れたトレンチの知見では、小児頭大の石かびっしり埋っており、これらの石

か石垣 SV 3390の裏込め (SV3389側は崩れた石垣のすき間からはこうした石は認められなか

った。）と土塁の基礎を兼ねているのであろう 。

なお、 土塁 SA 3381 の上方の 山の斜面には 3 段程の小平•J•H面を削り出している 。

S A3382 土塁 SA 3381の南端から東に延びる土塁で、幅は 1.5m 、長さは現存長で約10mを

測る 。一乗谷内で、道路と屋敷の境界や、屋敷と屋敷の境界に設けられてきた土塁と同じもの

である 。この土塁か、第35次調査で発掘された町屋地区と、今回の下城戸地区とを区画してい

る。

S B 3384 • 3385 土塁 SA3380の南裾に位罹する東西方向の礎石建物で、東西 9m、北側は礎

石か存在しないか、土塁の裾までと推定されるから南北 5m程の規模だったろう 。 SB 3385は

礎石か 2個しかなく、土層から S83384と同一建物の可能性がある 。

S A 3383 S B 3385の前面に平行に存在する柵列である 。直径35cmのピ ソト内に石を据え、そ

の上に棚を建てたものである 。柵の柱の間隔は 2m-0.8mと一定しない。 柵の長さは 14mと

推定される 。

S B3386 東西方向の掘立建物で、規校は 4m (2間）X 2.4mを測る 。柱穴の直径は35cm-

45cm程度で、柱穴内には柱の固定に使用したと思われる挙大の小石が多数入れられている 。

S X3398 土塁 SA3382にはは平行し、石の面か SA3382に面する石列である 。ただ層位的に

は一時期古く、 SX3398か埋められてから 土塁 SA3382か築かれた可能性かある 。

下城戸は、濠 SD 1409と土塁 SA 3380 ・ S A 3381 ・ S A 3382に囲まれた空間から構成される 。
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土塁 SA3380の前面には濠 SD 1409を掘り 、土塁と山裾の狭所に道路を走らせ、その部分の土

塁の幅を広くし、石垣を築き、さらに山側から突出した土塁 SA 3381によ って道路を屈折させ

るなど防禦を固くしている 。城戸の内側は基本的には空地にな っていたと推定され、 3本の土

塁によ って枡形を形成していた。土塁裾にある礎石建物 SB3384は、おそらく警備の武士か詰

める番小屋のようなものであろう 。

なお、一乗谷川の東岸にも山裾から延びる土塁と、その前面に濠かある 。

発掘された逍物 (PL.15 ・ 16 第8・ 9図）

第56次調査地区は、面積的にも狭いうえにかなりの部分か攪乱されており、また遺構の性格

も日常の生活とは異なる城戸だったので、遺物の量は非常に少なく、総点数は 5,426点しかな

い。また細片か多く接合する資料はほとんどない。種類別出土点数は表 2のとおりである 。土

帥質皿の割合か75％と高く、越前焼甕 ．壺 ．鉢 （含播鉢）類か合せて 14％とそれに次ぐ。天目

茶碗や灰釉皿を主 とする瀬戸 ・美濃製品は 2%、 青磁1.2%、白磁1.5%、染付1.36％で中国か

らの輸入品は合計 4％ある 。遺物の量は少ないか、土師質皿

の割合か少し裔い程度で全体的な傾向としては、他の調査地

区とあまり変らない。少し目立ったのは土師質の羽釜で、絶

対的な点数は71点と多くないか、割合としては 1.3%もあり

他の地区の 3~ 4倍もある 。なお細片か多く図示でぎなか っ

た遺物も多い。名称や分類等はこれまでの報告書、概報を見て

はしい。遺物の大半は、土塁築造時の整地層及びその上層の

遺構面 ・攪乱層から出土しており、 土塁槃造以前の砂利層か

らは、 トレンチ調杏のため少い。

越前焼 越前焼のうち破片数では甕か約半分を占る 。甕でも

破片数は器形の大きい大甕か多いか、仔細に検討すると個体

数では中甕か多いように思われる 。十分数えきれなか ったの

で、は っきりしたことは言えない。大甕は III群 C~ W群 C

(4)にかけてのものかほとんどてある 。図示できなか った

か、胎土や作りから II群に属する破片も 2点出土している 。

(5)は高さ60~70cm、口頸部か直立する小形の梨である 。

描鉢も W群に屈するもの （7)か多い中で、（ 8)はlII群と見

てよい。土塁築造時の整地層から出土 した。(6)は、いわゆ

る 「お歯黒壺」の口頸部で、おそらく鳶口かついていただろ

う。（9)は薬研で安定した台に原いイ本部かつく 。中はよく使
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用されたらしく、かなり磨滅している 。一乗谷ては、越前焼の薬研ばかりで、鉄製の薬研は出

土していない。

瀬戸・美濃焼 鉄釉では天 目茶碗か、灰釉では1lllか大部分を占る 。天 目茶碗は全体に丸味かあ

るものか主である 。(14)は茶入、もし〈は薬壺で、口縁に特徴かあり、この種の壺の大部分は

ロ縁か丸く収まるのに対してこれは逆三角形にな っている 。腰から底部にかけては渋鉄か塗付

されている 。 (10)は鉄釉鉢 （揺鉢）で、口縁は短かく直立 し、釉は光沢のないくすんだ茶色

である 。鉄釉の鉢穎は、越前焼の揺鉢や鉢が存在するため一乗谷ではこれまで数例の出土例か

あるだけてある 。 （］5)は青磁碗を写 した灰釉碗で、ヘラ描の連弁文か認められる 。釉は半透

明でやや褐色にくすんだ黄緑色を呈する 。 (17)は1灰釉皿で、器壁はやや厚〈内湾する 。胎土

は、いわゆるも〈さ土に近く軌質てある 。高台は断面三角の貼付晶台で、高台内には輪トチ ンの

跡か残る 。見込には一爪国の中に菊の印花かある 。 (16)はカタバミの印花かあり 一乗谷では、

この二種類の印花か大半を占る 。灰柚ではその他、香炉や鉢も出土している 。

輸入陶磁器 輸入陶磁器の大部分は中国製の青磁、白磁、染付て、極少鼠の朝鮮製陶磁器か混

る。中国製陶磁器の大部分は大畢に焼かれ、大鼠に輸出された質のあまり良くないもので、 青

磁碗ては、器墜力、原 〈胎土も十分磁器化していないものも数多く認められる 。 (19)は無文、

(18)はヘラ描の連弁文かある 。 どちらも十分磁器化していない。 (21)は青磁碗の底部で、

碗か割れた後、裔台周辺を打ち欠いている 。高台か1厚く、昭い青磁碗の成によく見られる 。打

ち欠いた後の用途は不明てある 。なお越前焼の甕の破片を丸く打ち欠いたものもあるか、それ

らとの関係は薄いように思われる 。 (22)は小形の青磁香炉で、全体に丸味を帯ひ内面の底も

含め全面に施釉されている 。体部には 3本の横線かある 。白磁は、南径12cm前後の端反リの1lll

(24)かはとんどである 。釉色は純白に近いものから 1天色の粒ー（か多数混るものまで様々であ

るか、胎土は細かく器招か薄いせいもあり 完全に磁器化している 。 (25)は高台脇から外反気

味に開く白磁」111で、内外側とも下半分は森胎てある 。高台は削り出しており、胎土は細かく 完

全に磁器化している 。釉調は光沢かあり純白に近い。 (23)は大きく開く白磁碗て、胎土は款

質である 。釉調はやや青 白く半透明 気味で、細かい貫入か多数走る 。なおこれと同じ胎土、

釉調の白磁皿かあり、 一東谷ては古手の皿として注意してきた。染付では C群碗や、 B1群、 C

群llll(28)など、古いタイ プかやや多いように見受けられる 。 (26 ・ 27)は端反りて、器壁か

四く、胎土は十分磁器化していない。全面に施釉されており、 高台畳付に細かい砂目跡か残る 。

文様は外側の口緑下と腰部に 1本と 2本の界線かまわり、口縁内側には四方欅・見込みはおそ

らく連池文であろう 。このタイ プの染付jjllは、時々出土する程度てある 。 (30)は小杯で、文

様は飛馬文と如意塞 文の組合せにな っており、同じ文様構成の碗かある 。 (31)は中国製の天

目茶碗である 。胎土は黒く締っており、釉は1り＜口縁近くか茶色の禾目状にな っており、下へ

いくはど禾目か池くなる 。口緑は鋭く釉もなく泣輪の跳か窺える 。二次的に火を受けており、
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釉か荒れている部分かある 。

(32) は朝鮮製の 白磁碗である 。高台径か5.8cmもある所から、かなり大形の碗であろう 。胎

土は堅緻で、ほほ‘完全に磁器化している 。釉調はわすかに青味がかった白色である 。高台裏は

兜巾状に削られ、露胎である 。

石製品 地祓菩藷 3体・五輪塔 5体 ・石邸片 6個か出土した 。地蔵菩薩の 2体には口見童十、

盛 こニ・永禄 「口 と1砲刻されている 。後者には陰刻した中に朱を命り、その上に金箔を貼って

いる 。 土中に埋れて逍存状態の良い石仏 • 石塔には金箔か見られる 。

下城戸に関する文献

下城戸については近世以降の文献に若干の記事かあり、それを年代順に悴理する 。

ます朝倉孝景（英林）の代に「安波賀城戸口」て合戦のあ った由か 『日下部系図』等にみら

れる 。それによれば孝景は長禄 2年 (1458)京都を出発して守護方と戦い 、翌年北庄に着き 、

その翌年の寛正元年 (1460)2月21日に「安波賀城戸口合戦」か行なわれた。この城戸口の位

岡及び構造は詳らかでないか、蓋し一釆谷附近の軍事施設に関わるものであろう 。

下城戸に関する叙述は 『越J9卜1車記』『朝介記』等にみえ、それらによれば天正 2年 (1574)正

月19日ー乗谷に拠った守護代杜田長1変は＇ぶ田長繁等の軍勢に攻められ減びるか、この時に 一乗

谷の ln・下口の二方向から攻城戦かなされ、下口の「下ノ木戸口」へは富FB勢五、六百人が

押じ寄せ木戸を破却し「ニノ木戸」へと侵入したのてあった。

こうした記事にみられるように、下城戸は一東谷の攻防にと って最も重要な軍事施設のひと

つであり 、そ の創建については明らかならさるも、長期にわた り機能したとみられる のてある 。

江戸時代にな って も下城戸の逍構は地上に残り今に伝えられている 。それは 当時の人々にも

注目され r越前国山城跡升館屋敷蹟』によれば、「東西八間、南北十二間、高試丈」の土塁の存

在か記録されており、この数字は以後の地誌書に蹄嬰された。また 『越藩拾逍録』史料編鯰所

本加箪補記には若干の観察と仏承か記録されてお リ、 大石の仁坦と枡形の跡か残っているとさ

れ、またかつて水門かあり、その大石か崩れて川の中にあるとされている 。そして福井城の脱

部屋櫓御門の扉は一乗谷の下の城戸の扉てあるという伝承か記されている 。

さて木戸（城戸） 一般に関する比較的古い，記述としては、 『吾妻鏡J に衣笠城に 「東木戸LI」

「西木戸」かあ ったことかみえ、越前では黒丸城に 「一木戸IJ」「二木戸」かあったことかみえ

る（天野文書）。木戸の構造を記した同時代史料は少ないのであるか、永禄 8年 (1565)の奥書

をもつ 『築城記』は朝倉氏関係の文献としても乳重なものてある 。この書には木戸口の構につ

いて黒構、透構の二種かあ っ たことかみえ、土居 • 石 くら・堀 ・ 柵 ． 屏 ・ 虎落竹・逆虎落等の

諸施設かあったことを記し、また櫓や木戸自体についても詳述している 。それは城館の一般論

ではあるか、下城戸の構造を理解するうえにも参考とすべぎ点も少なくないと思われる 。

―-ll -



環境整備

遺跡の保護を図るとともに、これを広く開放し、「自ら歴史と生きた対話をする」ことを目さ

す史跡公園化へ向けた事業を計画的に進めている 。今年度は、発掘調杏に基く平面復原柊備と

して第49・ 50次調杏区の保存悠備工事を実施した他、 2枯の説明板の設買と園路の造成を行っ

た。以下その概要を述べる 。

第49• 50次調壺区整備工 (PL. 1 ・ 17-21、第10図）

この工事は、昭和59年度に第49・ 50次発掘調杏として実施した福井市城戸ノ内町字旧間野地

係約2,600mを対象とする 平面復原による保存炉備事業である 。

この地区は、城戸ノ内の中程、 一乗谷川の西片に位罹し 、昭和50年度の第17次調森以米昨年

度の第51・ 52次調査に至る約26,000面の発掘調杏を実施し、そ の全体像か明らかとな っている

すなわち、 一乗谷川と 平行する南北方向の道路と、これから延びる約107m間隔に配される束西

方向道路か町剖の骨格となる 。南北方1{,l道路に 1/iiしては町屋と推定される敷地間 l」約 6~ 9 m 

の小屋敷群か、東西方向道路には西の山裾を中心に寺院跡と推定される比較的大規校の屋敷群

か配されている 。こうした計画的に造られた城下町一乗谷を斗勺旬的に復原することを主眼とし

てこの地区の保存悴備を進めている 。

今回の工事の対象地は、大 きく 3つの地区に 区分される 。一つは 、南北 }j向泊路に1川する町

屋群の裏手に位留する 小屋散群て、東西 ）il(ll道路から延ひる南北h向の小路に1川するものて町

屋と 推定される 。第 2は、東西方向道路に而する 2つの中規校の即敷て、十塁を持ち、門を開

く武家屋敷と推定される 。第 3は、西の山裾に位協し、南北方向の道路に而する小屋敷群で、

町屋と推定される 。 このような構成の町',1il] を明確に表ぷするため、町‘内LJ の），し ·/ii• となる土塁や溝

の石垣梢を補修し、武家屋敷は赤 —I. 、町屋は砂利混ソイルセメ ント 、道路は砂利によ っ て舗装

し、また、屋敷内の建物はレミファルト舗装、土塁は芝張とした 。 この他要所に高木を柏栽し

井戸枠 ・踏石を復原設甜した。 また、主要な沿構にそ の名称を刻した表ホ石を据えた。

以下、参考までに Tー事仕様概要 をがす。

盛土・整地エ 検出逍構の保護を，，十り、合せて丸各備 1．中に文1硲のないよう山砂て坪戻した。

石積補脩工 検出した溝 • 石加等の石柏の内、伊み吟か大きく崩壊の危険のある所や後但に抜

ぎ取られた所を発掘時に撤去した石を用い 、周囲のイi柏に1!1い柏直し補修 した。

赤土舗装工 良質の亦土と砂利を 7: 3の‘ili.ij合て配合し、 7cm厚に展I王炉形した。

砂利混ソイルセメント舗装工 山砂0.15而当り 40kgのセメントを加え、小屈の水を加え札令し

敷切しの過程て砂利0.15而を均等にハラまき押しつけ、砂利か表面に一部現われるように名應
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し、 7cm厚に木ゴテで仕上げた。

レミファルト舗装工 礎石建物の表示に用いる 。建物の輪郭をアスファルトブロソクで示し、

内部は砕石基盤 （厚 5cm)を造り 、この上をレミファルトで仕上り厚 5cmに展圧整形 した。

砂利敦舗装工 山士を薄く敷き、この上に砂利を 3cm摩で敷き展圧した。

ソイルセメント舗装工 溝底等に用いる 。山砂0.15m'当 りセメ ント 20kgを混合し、少贔の水を

加え、木ゴテで厚 5cm程度に整形した。

芝張工 裔麓芝片を目地幅 3cm程で張りつけ、山砂を原薄のないようにまき、目地を埋め、灌

水した。また斜面の施工に際しては竹串を用いて固定した。

高木植栽工 樹木は充分に吟味した良貿のものを用い、逍構保護のため、鉢の高さはどに盛土

の上植栽した。支柱は二脚鳥居を 基本とした。樹種は、ケヤキ、ヤマモミジ、アラカシである 。

掘立柱復原設置工 塀の掘立村を復原設罹した。出土柱根に習い径12cmの栗材とし、地上高は

60cmとした。木材には防艤・防腐亦装を施した 。

井戸枠復原設置工 井戸の径によりこれまでの出土例から 2種の井戸枠を復原設沼した。

踏石復原設置工 道路を横断する溝や門の前の溝上に出土例に習い踏石を復原の上設置した。

遺構表示石設置工 主要な逍構にその名を刻した表示石を作成し設沼した。

説明板作成設置エ (PL.22、第11• 12図）

大型立置説明板 公園センターに設梢した遺跡全体の説明 ・案内板である 。建物等の存在する

周囲の環境を考慮し、立消形式とした。地上高2.1 m、正面輯2.62m、奥行0.45mである 。井戸

枠や石仏等この遺跡で多贔に使用されている笏谷石 (i疑灰岩）を主材料とし、これに 0.6m X 

O.Smのアルフォト板 4枚を組み合せた説明文と案内図を取り付けた。石の壁を立ち上け、安

定感を与えるよう両端を少し前へ折り曲げたテザインとした。

平置説明板 はは全容が明らかとな った赤渕 ・奥間野地区の説明板である 。この地区全体を見

わたせる山裾の少し高台に設置した。逍跡内の景観に留慈し、地上にあまり裔く立ち上らない

よう平置形式とした。地上高0.72m、正面幅2.26m、関行1.22mである 。主材料は、立罰同様

笏谷石である 。これにアルフォト板 3枚を用いた説明文と投式図を取りつけた。見やすくする

ため前面に少し傾斜をつけたテープル状のデザインとした。

園路造成工

今年度は平井地区の山裾に約 270m造成した。山裾に存布した農道を利用し、見学者か広い

追跡内を自転車を用いて行動することも可能とし、合せて逍跡管理のための軽車輛も通行可能

なように配咆した。幅は2.4mとし、盛土の上展圧炉形し、この上に砂利と山土の配合土による

厚10cmの舗装面を設けた。法面は芝張とした他要所には排水用の側溝を設けた。
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PL. 1 

第56次調査航空写真

第49次50次調査地区整備全最



PL. 2 第54次調査・遺構 (1)
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調査区全景 （東北から）



PL. 3 第54次調査・遺構 (2)

調査区東半 （南から）
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第54次調査・遺構 (3)
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PL. 5 第54次調査・遺構 (4)
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PL. 7 第54次調査・遺物 (1)
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PL. 8 第54次調査 ・遺物 (2)
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PL. 9 第54次調査・遺物 (3)
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PL. 10 第54次調査・遺物 (4)
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PL. 11 第56次調査・遺構 (1)

下城戸全景 （南から）

下城戸口 SI 3387 （西から）



PL. 12 第56次調査・遺構 (2)
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石垣SV 3390 （東から）



PL. 13 第56次調査・遺構 (3)

土塁SA3380 ・石垣SV 3388（南から）

礎石建物SB3384（南から）



p L. 14 第56次調査・遺構 (4)
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PL. 15 第56次調査・ 遺物 (1)
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PL. 16 第56次調査・遺物 (2)
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PL. 17 第49• 50次調査区整備工 (1)
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PL. 18 第49• 50次調査区整備エ (2)
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西武家屋敦 （南から）



PL. 19 第49• 50次調査区整備工 (3)
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PL. 20 第49・ 50次調査区整備工 (4)

東武家屋歎建物 （西南から）

西武家屋敦建物 （南から）



PL. 21 第49• 50次調査区整備工 (5:

柵掘立柱

（南東から）

門・踏石 （南から）

井戸枠



PL. 22 説明板作成設置工

大型立置説明板

平置説明板



第 1図 第54次調査・遺構
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第 2図 第54次調査・遺構
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第 3図 第54次調査・遺物 (1)
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第 4図 第54次調査・遺物 (2)
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第 5図 第54次調査・遺物 (3)
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第 7図 第56次調査・遺構 (2)
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第 8図 第56次調査 ・遺物 (1)

-／/|〉

ー

ヽ ←亨し， し． 此 ご＇呼 '',＂k袖
ィ
i ....'.,; ヽ,．．・} /・, -
t • ·一— , '.; 9,. 
へ： 9’;： •栢； 99,．、：＇. ・・ 箪緑
房，↑ ： , 9d9’・ - •ダ · : ・・9, 

，、 守涵吋好；

｀ 
.、.. ・’’F・

， ・・ 、：寃-・ 5
 

2
 

／ 

゜

I -4.越前焼猥 6.越前焼壺

7 ・ 8.越前焼揺鉢 9.越前焼薬研



第 9図 第56次調査・遺物 (2)
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第49• 50次調査地区整備工第10図
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第11図 説明板作成設置工
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第12図 説明板作成設置工
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第13図 発掘調査・環境整備位置図
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